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連携 取得元 取得情報

システム連携 アデスシステム
［気象庁］

気象情報
（大雨、地震、津波、火山、土砂災害、洪水、竜巻）

JｰALERT
［消防庁］

国民保護情報
（弾道ミサイル情報等）

防災情報共有システム
［国土交通省］

水位周知河川水位情報

ほくでんネットワーク停電情報
［北海道電力（株）］

停電が発生している地域

ｰ 防災情報システムを扱う市町村等が
北海道防災情報システムに登録

避難所開設情報

避難発令地区

人的・物的被害情報発生地域

○北海道では、災害発生時における道庁・市町村・その他公的機関との情報共有のツールとして、H22年から北海道
防災情報システムを運用（現行システムは、R3年～運用開始）
○防災関係機関のシステム等から防災情報を取得

1.システム概要



２.情報取得・配信フロー

・停電情報
北海道
電力

専用線

インターネット

自動連携

市町村

北海道防災情報システム
サーバー

・被害情報
・避難情報

住民

登録制メール インターネットサイト

インターネット

市町村

インターネット

総合行政情報NW

一斉通知システム

報道事業者

携帯会社キャリア

緊急速報メール



３.システム上での防災情報取得イメージ

監視画面 災害情報通知画面



① 緊急情報

・特別警報、地震・津波、噴火、土砂
災害警戒情報、記録的短時間大雨情報、
避難情報、ミサイルなど緊急性の高い
情報をお知らせします。

② お知らせ

・停電情報等をお知らせします。

③ 災害・防災マップ

・地図上に市町村ごとの避難情報、気
象情報、防災関連情報、地震・火山・
津波情報を重ねて表示します。

・避難警戒レベルの配色で切迫度を視
覚的にわかりやすくお伝えします。

④ 各市町村の防災情報

⑥ 避難情報

⑦ 気象情報・注意報

・市町村で発令されている避難情報
や防災気象情報等を表示します。

・市町村ごとの避難情報、避難所の開
設状況、災害対策本部の設置状況の詳
細を一覧で表示します。

・市町村ごとの気象情報、注意報の一
覧を表示します。

北海道防災ポータル
https://www.bousai-hokkaido.jp

⑤ 多言語表示

・日本語、英語、中国語（簡体字・
繁体字）、韓国語、ロシア語、タイ語、
マレー語、スペイン語、タガログ語、
ポルトガル語、ベトナム語、ネパール語、
インドネシア語の14か国語で表示する
ことができます。

① ②

③

⑦⑥

⑤

④

４.北海道防災ポータルによる情報配信



言語選択・アドレス登録 地域選択 情報選択

・日本語を含む14カ国語から選択
・携帯電話のメールアドレスを登録

１ 日本語
２ 英語
３ 中国語（簡体字）
４ 中国語（繁体字）
５ 韓国語
６ ロシア語
７ タイ語
８ マレー語
９ スペイン語
10 タガログ語
11 ポルトガル語
12 ベトナム語
13 ネパール語
14 インドネシア語

・配信を希望する市町村を選択
・北海道全域、振興局毎の選択も可

地震・津波情報
震度○以上
遠地地震
津波情報

気象情報
各特別警報
各警報
各注意報

火山情報
噴火警報・予報
噴火速報
降灰予報
火山解説

土砂災害警戒情報
避難情報
避難情報
避難所情報

緊急情報等
竜巻注意情報
指定河川洪水予報

ほか

・配信を希望する情報を選択

５.北海道防災メールによる情報配信

配信

・選択した情報が配信される

※2024.7.1 現在約8100件の登録（職員を除く）

道路情報通行止

大雨警報級の可能性



１ Ｌアラート
・Ｌアラート(「災害情報共有システム」)は、市町村が発
信した災害時の避難指示等の地域の安全・安心に関する情
報をテレビやインターネットのメディアに対し、一斉送信
できる情報基盤【運営：（一財）マルチメディア振興センター】

道内全市町村が、北海道防災情報システムから、
Ｌアラートを利用し、避難指示等の情報を一斉送信可能。

２ 運用イメージ＜避難発令＞

①避難指示等を入力 ②Ｌアラートへ配信 ③報道事業者が住民に対して情報発信 ④住民が情報を覚知

６.Lアラートを経由した情報配信

出典：マルチメディア振興センターホームページ→「Lアラートとは」」
https://www.fmmc.or.jp/commons/merit/3-1.html


